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１
９
２
３
年
の
関
東
大
震
災
。
そ
れ
は

明
治
以
降
、
富
国
強
兵
に
ひ
た
走
っ
て
き

た
日
本
政
府
が
、
日
清
・
日
露
・
第
一
次

世
界
大
戦
と
「
戦
勝
」
し
、
さ
ら
な
る
覇

権
の
た
め
に
朝
鮮
、
中
国
へ
の
侵
略
を
強

化
す
る
時
期
に
重
な
っ
て
起
き
ま
し
た
。

内
外
で
侵
略
を
強
め
る
日
本
へ
の
抵
抗

も
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
１
９
１
９
年
、

朝
鮮
で
は
三
一
独
立
運
動
、
中
国
で
は
五

四
運
動
と
し
て
蜂
起
し
ま
し
た
。
こ
の
抵

抗
運
動
に
対
し
、
日
本
政
府
は
鎮
圧
す
る

も
の
の
、
多
く
の
死
傷
者
や
逮
捕
者
を
出

し
つ
つ
、
抵
抗
運
動
は
さ
ら
に
激
し
く
な

り
ま
し
た
。

国
内
で
も
弾
圧
が
激
し
く
な
り
、
１
９

１
０
年
、
大
逆
（
皇
室
へ
の
反
逆
）
を
企

て
た
と
し
て
、
政
府
は
社
会
主
義
者
・
思

想
家
な
ど
を
一
斉
に
逮
捕
し
、
幸
徳
秋
水

ら
を
死
刑
に
す
る
等
、
自
由
な
言
論
・
思

想
の
弾
圧
を
加
速
し
た
暗
黒
の
時
代
で
し

た
。

こ
う
し
た
朝
鮮
、
中
国
へ
の
植
民
地
支

配
、
民
族
差
別
、
排
外
主
義
が
背
景
と
な

り
、
関
東
大
震
災
直
後
か
ら
「
朝
鮮
人
が

放
火
」
「
井
戸
に
毒
を
入
れ
た
」
と
の
デ

マ
が
流
布
さ
れ
ま
し
た
。
戒
厳
令
下
、
軍
・

官
憲
を
は
じ
め
自
警
団
の
手
に
よ
り
各
所

で
虐
殺
が
起
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
内
務
省

警
保
局
長
が
発
し
た
電
文
に
「
朝
鮮
人
が

爆
弾
を
保
持
」
「
厳
密
な
取
り
締
ま
り
」

と
の
電
文
が
流
言
飛
語
を
正
当
化
し
、
虐

殺
を
容
認
す
る
空
気
を
つ
く
り
出
し
た
か

ら
で
す
。
住
民
は
、
政
府
や
流
布
さ
れ
る

「
情
報
」
を
信
じ
、
恐
怖
に
か
ら
れ
て
朝

鮮
人
や
、
方
言
が
強
い
地
方
出
身
者
を
朝

鮮
人
と
推
定
し
、
殺
害
を
肯
定
す
る
側
に

ま
わ
り
ま
し
た
。

大
き
な
地
震
と
直
後
の
火
災
か
ら
、
日

本
軍
国
主
義
は
戒
厳
令
に
よ
っ
て
、
混
乱

の
中
の
人
々
を
支
配
し
、
デ
マ
を
流
し
情

報
を
操
作
し
国
民
を
総
動
員
し
た
、
か
つ

て
の
歴
史
か
ら
今
の
政
治
と
通
底
す
る
教

訓
を
問
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
の
大
量
虐
殺
を
日
本
政
府

は
今
日
ま
で
長
く
隠
ぺ
い
し
、
責
任
と
謝

罪
を
負
う
こ
と
か
ら
逃
れ
て
き
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
に
は

「
政
府
は
「
そ
の
事

実
関
係
を
把
握
で
き
な
い
」
と
し
、
「
遺

憾
の
意
を
表
明
す
る
予
定
は
な
い
」
と
す

る
答
弁
書
を
閣
議
決
定
し
、
責
任
回
避
を

続
け
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
６
月
15
日
、
よ
う
や
く
政

府
は
参
院
法
務
委
員
会
で
、
防
衛
研
究
所

戦
史
研
究
セ
ン
タ
ー
史
料
室
で
関
連
資
料

保
管
の
事
実
を
認
め
ま
し
た
。

関
東
大
震
災
か
ら
１
０
０
年
を
経
て
、

中
国
・
朝
鮮
を
敵
国
と
し
た
軍
事
政
策
が

推
し
進
め
ら
れ
「
新
し
い
戦
前
」
の
声
が

聞
こ
え
ま
す
。
自
公
を
は
じ
め
改
憲
政
党

は
、
非
常
事
態
制
定
の
た
め
の
改
憲
案
も

企
て
て
い
ま
す
。

私
た
ち
自
身
が
、
常
に
政
治
や
報
道
の

在
り
方
に
関
心
を
持
ち
、
日
常
た
れ
流
さ

れ
る
ヘ
イ
ト
に
対
し
立
ち
向
か
う
力
を
創

り
ま
し
ょ
う
。
戦
争

を
起
こ
さ
せ
な
い
た

め
に
、
同
じ
過
ち
を

繰
り
返
さ
せ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

関東大震災100年～不都合な真実～を直視！

１
９
２
３
年
９
月
１
日
11
時
58
分
、
関
東
大
震
災
が
起
き
ま
し
た
。
こ
の
震
災
の

死
者
・
行
方
不
明
者
は
推
定
10
万
５
千
人
と
言
わ
れ
ま
す
。
こ
の
震
災
の
中
、
朝
鮮

人
・
中
国
人
へ
の
虐
殺
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
中
国
・
朝
鮮
に
対
す
る

民
族
差
別
、
排
外
主
義
が
あ
り
、
今
の
政
府
・
自
民
党
の
対
中
国
、
対
朝
鮮
敵
視
政

策
が
こ
う
し
た
歴
史
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
、
私
た
ち
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

流
言
飛
語
を
広
げ
た
政
府
電
報

や
っ
と
認
め
た
震
災
下
の
虐
殺

改
憲
・
ヘ
イ
ト
を
常
に
直
視

国
内
外
で
政
治
弾
圧
の
嵐

デ
マ
を
信
じ
中
国
人
・朝
鮮
人
を
虐
殺
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岸
田
内
閣
は
８
月
24
日
、
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
大
事

故
に
よ
る
デ
ブ
リ
汚
染
水
の
海

洋
放
出
を
強
行
し
た
（
党
声
明

参
照
）
。
福
島
県
漁
連
や
全
国

漁
連
が
反
対
し
て
い
る
の
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
政
府
は
関
係
者

の
「
理
解
が
得
ら
れ
た
」
と
一

方
的
に
海
洋
放
出
を
強
行
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
中
国
を
は
じ

め
周
辺
各
国
に
「
丁
寧
な
説
明
」

は
な
く
、
周
辺
国
の
人
び
と
も

反
発
し
、
国
際
的
な
信
用
の
低

下
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
6
月
、
２
０
２

４
年
秋
に
現
行
の
健
康
保
険
証

を
廃
止
し
て
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」

に
一
本
化
す
る
閣
議
決
定
を
し
、

ろ
く
な
審
議
も
せ
ず
に
3
カ
月

後
に
は
省
令
を
発
令
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
健
康
保
険
証
廃
止
へ
の
反
発
は
強

く
、
世
論
調
査
で
は
来
年
秋
の
廃
止
に
つ
い
て

「
反
対
」
が
7
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

全
国
47
都

道
府
県
・
51

保
険
医
協
会
・

保
険
医
会
が

加
盟
し
、
10

万
7
千
人
を

超
え
る
開
業

医
の
63
％
が

加
入
し
、
勤

務
医
約
２
万
人
が
加
入
す
る
全
国
保
険
医
団
体

連
合
会
は
、
「
２
０
２
４
年
の
健
康
保
険
証
廃

止
方
針
を
撤
回
し
、
健
康
保
険
証
を
存
続
さ
せ

る
べ
き
」
と
の
声
明
を
出
し
て
い
ま
す
。

岸
田
首
相
は
、
か
つ
て
は
「
聞
く
力
」
と

「
丁
寧
な
説
明
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
ま
し
た

が
、
ど
こ
に
も
そ
の
姿
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２
０
１
５
年
の
「
戦
争
法
」
、
昨
年
12
月
に

閣
議
決
定
し
た
「
安
全
保
障
関
連
３
文
書
」
、

の
事
実
上
の
「
ア
ベ
政
治
」
の
継
承
に
他
な
り

ま
せ
ん
。
岸
田
政
権
の
政
治
姿
勢
は
、
か
つ
て

の
日
本
軍
国
主
義
が
、
民
意
に
背
を
向
け
ア
ジ

ア
支
配
の
た
め
戦
争
に
突
き
進
ん
だ
、
一
度
決

め
た
ら
変
え
な
い
手
法
と
同
じ
で
す
。

岸
田
内
閣
の
核
汚
染
水
の

海
洋
投
棄
を
糾
弾
す
る

２
０
２
３
年
８
月
24
日
新
社
会
党
中
央
本
部

１
，
岸
田
内
閣
は
８
月
24
日
、
福
島
第
一
原
発
苛
酷

大
事
故
の
燃
料
デ
ブ
リ
を
冷
却
し
た
汚
染
水
を
海

洋
放
出
し
た
。
新
社
会
党
は
満
身
の
怒
り
を
持
っ

て
糾
弾
す
る
と
と
も
に
、
核
汚
染
水
の
海
洋
放
出

を
直
ち
に
中
止
し
、
陸
上
の
大
型
タ
ン
ク
な
ど
へ

の
適
切
な
保
管
に
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。

２
，
新
社
会
党
は
韓
国
進
歩
党
と
８
月
11
日
に
共
同

声
明
を
発
し
、
核
汚
染
水
の
海
洋
放
出
に
つ
い
て

日
本
国
内
は
も
と
よ
り
、
周
辺
国
も
重
大
な
問
題

を
引
き
起
こ
す
こ
と
を
憂
慮
し
た
。
声
明
で
は

「
海
洋
投
棄
は
人
体
と
海
洋
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
に
致

命
的
脅
威
」
と
指
摘
し
た
が
、
岸
田
内
閣
は
最
悪

の
選
択
を
し
た
。

３
，
核
汚
染
水
の
海
洋
放
出
は
、
多
く
の
問
題
が
未

解
決
の
ま
ま
強
行
さ
れ
た
。
な
に
よ
り
も
先
ず
、

経
済
産
業
省
と
東
電
は
２
０
１
５
年
８
月
に
「
関

係
者
の
理
解
な
し
に
い
か
な
る
処
分
も
行
わ
な
い
」

と
福
島
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
へ
の
書
面
回
答

を
覆
し
約
束
を
反
故
に
し
た
。
さ
ら
に
８
月
21
日

に
全
漁
連
は
岸
田
首
相
と
の
面
会
の
場
で
も
海
洋

放
出
反
対
の
立
場
を
表
明
し
た
が
、
首
相
は
こ
れ

を

無
視
し
、
ア
リ
バ
イ
工
作
に
終
始
し
、
海
洋
放

出

を
決
定
し
た
。
核
汚
染
水
の
海
洋
放
出
は
風
評

被

害
も
加
わ
り
、
福
島
県
民
漁
民
は
も
と
よ
り
加

工

業
、
観
光
業
な
ど
生
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
。

４
，
核
汚
染
水
の
海
洋
放
出
は
日
本
国
内
の
問
題
に

限
ら
な
い
。
韓
国
内
で
は
野
党
を
は
じ
め
広
範
な

市
民
団
体
が
反
対
の
声
を
あ
げ
、
尹
錫
悦
政
権
す

ら
消
極
的
な
傍
観
の
態
度
だ
。
中
国
は
「
太
平
洋

は
日
本
の
下
水
道
で
は
な
い
」
と
し
、
日
本
産
の

水
産
物
に
対
す
る
検
査
強
化
を
表
明
し
て
い
る
。

ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
フ
ィ
ジ
ー
な
ど
15
か
国
・

２
地
域
が
加
盟
す
る
太
平
洋
諸
島
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

日
本
政
府
に
対
し
て
汚
染
水
を
自
国
内
で
管
理
す

る
よ
う
求
め
て
い
る
。

５
，
一
番
安
易
で
経
費
が
か
か
ら
な
い
核
汚
染
水
の

海
洋
放
出
の
当
初
処
理
費
は
34
億
円
と
見
込
ん
だ
。

だ
が
、
こ
れ
に
伴
う
風
評
被
害
対
策
費
や
漁
業
者

支
援
基
金
な
ど
、
す
で
に
１
２
０
０
億
円
を
計
上

し
て
い
る
。
今
後
30
年
間
、
海
洋
放
出
を
続
け
れ

ば
そ
の
費
用
は
計
り
知
れ
な
い
。
改
め
て
政
府
に

核
汚
染
水
の
海
洋
放
出
を
直
ち
に
中
止
し
、
陸
上

で
保
管
す
る
手
立
て
を
早
急
に
計
画
し
実
行
せ
よ
。

マイナカード

核汚染水海洋放出

走り出したら
止まれない

政府・自民党


